
令和 ３年 ４月 １２日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

①施設外就労 高岡市吉久（協伸静塗株式会社）令和2年4月～令和3年3月

金属部品の塗装前準備 1日平均　　5人

②施設外支援 高岡市問屋町（水持産業）令和2年4月～令和3年3月 活動の様子の写真

和服レンタル回収品の点検及び仕訳 1日平均　　1人 成果物の写真

氷見市仏生寺（個人事業主　稲垣）令和2年　月～令和3年3月 活動内容の追加コメント

農業助手 1日平均　　1人

高岡市丸の内（浄土真宗高岡教務所）令和2年4月～令和3年3月

屋内清掃・郵便物発送準備 1日平均　　1人

③ボランティア活動 高岡市問屋町 道路除草 令和２年７月～８月

＜目的＞

ねらい ①施設外就労及び施設外支援を通じて生産活動の増収を図る　　

②労働の姿をより多くの人に見てもらう事で偏見をなくす

地域にとってのメリット

①まとまった労働力を安定して確保できる

②多様な人材が働く姿を近くで見る事で、障害者の個別性に気づく機会になる

対象者にとってのメリット

①他社で働く事により、一般就労のイメージを身につける。

　緊張感を持って働く

②第３者に対する社会的マナーなどを実践する機会の提供

＜成果＞

結果・成果 ①生産活動の収入は人件費を含めた必要経費を上回っている

②地域の多くの人と交流を持つ機会となった

課題点

連携した結果に対する意見または評価
依頼した仕事をしっかりと納めてくれるので助かっている。 急な仕事の変更にも対応してくれるにで助かる。

丁寧な仕事をしてくれる。 もう少しスピードを意識してほしい。 ミスや見落としが無いように注意してほしい

生産性向上に向けて一緒に検討できる組織になっていってほしい。

今後の連携強化に向けた課題

施設外就労に関しては相手先企業のニーズと、保護的就労としての弊社の勤務体制とをどのように調整していくのかが今後の課題となる。

施設外支援に従事している人を雇用に結び付けたいが、企業にとって

も本人にとっても直接雇用にするメリットが少ない。その為長期にわ

たって施設外支援を継続している。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 Aim

住　所 富山県高岡市問屋町34番地

1610200527

浅井　千春

令和2年度電話番号 0766-50-8106

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名

a) 協伸静塗株式会社　　　　　　b)水持産業　　　　　　　　　　　　　　　c)

浄土真宗高岡教務所　　　　　d)個人事業主　稲垣 担当者名

a)　中福了太　　　　ｂ）小栗

ｃ）松本大輔　　　　ｄ）稲垣信志
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